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主旨

　2009年に発明されたBitcoinとその基盤技術であるブロックチェーン技術は、インターネットが通信と情
報流通のあり方を大きく変えたのと同じように、価値、権利など様々な状態に関する情報の管理と利活用のあ
り方を変える技術として、近年大きく注目されている。米国を中心として、ブロックチェーンの応用が活発に
提案され始め、国内外でブロックチェーンの応用を検討する取り組みが、金融業界、産業界などで始まってい
る。
　一方で、ブロックチェーン技術は、社会基盤となるために必要な学術的検証がなされる前にビジネス適用が
始まっている。そのため、安全性検証、スケーラビリティの確保、プライバシ保護などに関して、学術的に信
頼できる研究と検証を行うことが喫緊の課題である。
　そこで、本特別研究会では、大学などの研究機関と産業界の研究者の参画により、ブロックチェーンの活用
が有効な領域を検討した上で、ブロックチェーン技術を新たな社会基盤とするための技術的要件の検討と、そ
の技術的要件を満たす技術に関する研究を行い、研究成果の共有と議論、今後の研究課題の洗い出しを行う。
研究の実施においては、米国をはじめとした海外の研究動向の共有と、国際的なプロジェクトとの連携も行
う。活動の一部はBASE（Blockchain Academic Synergized Environment）アライアンスの活動として
認定され、会員企業はBASEアライアンス参加組織として国際的な研究ネットワークへ貢献できる。

参　加　費：賛助員の場合　：　40万円（参加者５名までの場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　　　　　　　　　 190万円（参加者９名までの場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　　　　　　　　　 490万円（１社から10名以上が参加する場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：　50万円（参加者５名までの場合）
　　　　　　　　　　　　　　 200万円（参加者９名までの場合）
　　　　　　　　　　　　　　 500万円（１社から10名以上が参加する場合）
定　　　 員：最小２社
運 営 方 法：年５回程度の研究会を開催する。研究会では、国内外の関連分野の研究者・企業研究者からの講
　　　　　　 演・研究発表、および意見交換を行う。議論を通じ、最新の研究成果の共有のみならず、関連分
　　　　　　 野における今後の研究課題の洗い出しを行う。

2023年度　特別研究会



みをしない。

2023年度

ください。

下記連絡先まで電子メールでお申し込みください。
　連絡先：一般財団法人　生産技術研究奨励会　特別研究会係
　　　　　〒153－8505 東京都目黒区駒場４－６－１ 東京大学生産技術研究所内Dｗ４０５
　　　　　TEL：０３（５４５２）６０９５　　
　　　　　e-mail：renhisho@iis.u-tokyo.ac.jp
●ＨＰアドレス：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_2023.html
●特別研究会会員規則：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_gazou/rc2023/RC-kaiin-ki.pdf

2023年度

特別研究会会員規則に同意の上、お申し込みください。
いずれかに○をつけてください。
 ［　　］新規
 ［　　］継続（継続参加の場合も、年度毎に申込書をご提出ください。）

→ に増口（1口につき賛助員年会費10万円）
→ に新規申込み（1口につき賛助員年会費10万円）




